
 
 

 

学習問題に対して必要な情報を、地図帳や統計、写真などの基礎的資料を適

切に調べまとめて、自分の考えを図や言葉で表現している。 
 

 

 
 
 

 

 

★児童が課題意識をもち、単元（題材）を通して 

学び続けていくための問いかけ 
児童が単元を通して、学び続けるためには、常に児童の中に課題や問

いをもたせておくことが必要である。単元や毎時間の授業の導入で、社

会科における様々な事象を提示するとともに、児童が「なぜ？」「どうし

て？」「さらに調べてみたい」と思う問いかけを教師が行うようにする。 

 

★児童が社会の見方・考え方を働かせ、必要な情報を集めたり、 

資料を読み取ったりするための問いかけ 
 資料の読み取らせ方、そこから分かったことの書き表し方、友達や全

体への発表のし方について、丁寧に指導する必要がある。まずは、問題

解決の見通しをもたせ、予想の段階で、学習の終末でどんなことが言え

ると、問いを解決したことになりそうかを確認するようにする。 

 

★児童が学習課題と正対し、学びを深めていくための問いかけ 

 資料から分かったことをまとめる場面で、児童にキーワードを出させ

る。その際、「今日のめあてはなんだった？」と問いながら、学習課題に

対する答えに近づくように導いていくようにする。教師の問いかけに答

えながら、自分なりの本時のまとめを書けるようにする。 

 
 

 

研究主題に迫る手立て 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 



 

 

 

導入の耕し（資料の提示）があっ

たからこそ、児童自身がめあてを

もつことができた。 

前時の学習として、「米づくりに

適している自然条件」を振り返ら

せたのは展開に効果的だった。 

 児童の実態として資料の読み取り

が苦手だったため、資料の数を絞る、

またはペアやグループで分担するな

どの工夫が必要であった。 

また、話型を提示していたが、資料

によって、話型の文言を変える必要

があった。 

資料の見方として使った「社会の

虫眼鏡」や「ズームアップする」、「印

を付ける」などの指示や説明につい

ては、児童に分かりやすかったので、

今後も継続して活用するとよい。 

 

資料の読み取りが難しい児童が多か

ったので、「どれを見たら〇〇がわかる

のか。」や「どうして昼夜の気温差がわか

るのか。」などの発問を入れながら、適切

に資料を読み取ることができている児

童を取り上げる必要があった。 

 

 

 

 


